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［要約］本研究は, 藍染めを題材とした理科授業の実践を通して, 体験活動による学習効果と児童の理解の変容を

検討したものである.大学生を対象とした模擬授業と, 小学校5・6年生を対象とした授業実践を行い, ワークシー

トの自由記述や授業評価を分析した. 授業では藍染めの体験活動を通して, 染色後に空気に触れることで色が変

化する現象を観察させ, その仕組みを解説した. その結果, 児童や学生は藍染めの体験に強い興味・関心を示し, 
日本の文化や地域との関連にも気付く様子が見られた. 一方で, 色の変化を空気や酸素と結び付けて捉える記述

は見られたものの, 「酸化」などの化学的な現象を十分に理解されているとは言えない面も確認された. 以上より, 
藍染めは理科と文化・造形活動を関連付けた教科横断的な学習に有効な教材である一方, 現象を科学的概念へと

結び付ける指導の工夫が必要であることが示唆された. 
［キーワード］藍染, 染色, STEAM教育, 地域文化 

Ⅰ．研究の背景 

藍染は, 日本に古くから伝わる伝統的な染色技法の

一つであり, 衣服や生活用品などさまざまな場面で用

いられてきた. とりわけ藍色は日本の文化や生活と深

く関わってきた色であるが, 具体的な内容に触れる機

会は多いとはいえない. 高校の「化学」でも「染料と染

色」として扱われているため, 重要な内容といえる.  
羽賀・有内(2010)は, 藍染体験によって論理的思考力

と創造的思考力が増大したと示唆しており, 授業で扱

うことのできる内容であるといえる. また, 西出

(2002)は当たり前だと思われる現象にも, １つ１つ根

拠を求め, 確認してきた事実から, さらに課題を解決

させるという方法は, 学習者の意欲を高め, 化学への

興味・関心を引き出す糸口になるものと考えると報告

している. そこで本実践では大学生対象と小学生対象

の 2 回に分けて藍染体験を扱った授業実践を行い, そ
れをもとに受講生の理解の変容について検討する.  

Ⅱ．研究の方法 

〈授業実践の対象〉 

2025年12月10日に, 大学1回生15名と大学2回

生以上18名の合計33名を小学生に見立てて模擬授業

を行った（以下，模擬授業とする）．その後，2026年1

月31日に, 小学校第5学年および第6学年13名に地

域の科学教室において授業を行った（以下，授業実践

とする）． 

1． 授業の方法

(1) 授業の導入

授業の実施時期がサッカーW 杯の開催年と重なっ

ていたことから，日本代表のユニフォームカラーに関

連する「ジャパンブルー」という語を提示し，日本と

青色の結びつきについて意識させた．その上で，「なぜ

日本代表はユニフォームカラーが青色なのだろう」と

いう問いを投げかけ，日本の伝統的な染色文化である

藍との関連へと話題を接続した．さらに，地域性への

接続として愛媛県の伝統工芸品である伊予絣に言及

した．藍染めが歴史的・文化的価値を持つ技術である

ということを示すことで，単なる体験活動にとどまら

ず，地域文化の継承という視点からも本授業の意義を

位置付けた． 
以上の導入を経て，藍の色がどのような仕組みで布

に定着するのかを学ぶことを本時の目標とした． 

(2) 実験の方法

〈使用器具〉 

大和藍（藍熊染料株式会社），手拭い，木製の球と直方

体，ビー玉，輪ゴム，洗面器，ゴムべら，ピンチハン

ガー，ビニール手袋，調味料用プラカップ，新聞紙，

キッチンペーパー，ゴミ袋，ケトル 

〈事前準備〉 
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① 調味料用プラカップに大和藍2.5 gを分取し，班数

分用意した． 

② 実験台に新聞紙を敷き，生徒の手の届きやすい位

置にキッチンペーパーとゴミ袋を用意した． 

（授業実践では汚れ防止を確実にするため、新聞

紙の下にゴミ袋を切ってシート状にしたものを敷

いた．） 

〈学生の実験操作〉 

① 木製の球や直方体，ビー玉，輪ゴムを用いて手拭

いを縛ることで模様を作製し，染液の浸透を均一

にするためにできた手拭いを水道水の入った洗面

器に沈める（図1, (a)）． 

② 洗面器に大和藍2.5 gとぬるま湯250 mLを入れ，

ゴムべらでしっかり撹拌する． 

③ 水道水 250 mL を加えて撹拌し，液面に発生する

藍の華と呼ばれる泡を取り除いて染液を作製する． 

④ 浸水処理した手拭いの水気を切ってから染液にし

っかり浸して10分間静置する（図1，(b)）． 

⑤ 手拭いを染液から取り出し，十分に空気に触れさ

せてから洗浄用の水道水が入った洗面器に移し，

余分な染液を洗い流す（図1，(c)）． 

⑥ 輪ゴムなどを外し，手拭いを絞ってから洗濯用の

ピンチハンガーに吊るして乾かす．（吊るした洗濯

バサミに学生の名前が記載されたテープを貼り付

け取り違えがないようにした。） 

⑦ 乾燥後，班でそれぞれが作製した手拭いを干渉し

た．使用上の注意点が記載された紙と一緒にラッ

ピング用のビニール袋に梱包し，持ち帰る（図1，

(d)）．（模擬授業では乾燥に時間がかかったため後

日梱包したものを手渡した．） 

〈観察するポイント〉 

染液から取り出した直後の手拭い表面の色が空気

と触れることでどのように変化したか． 

〈授業のポイント〉 

・ 染液と作製途中で特有な匂いが発生するため，教

室内の換気を徹底し，体調に関する声かけの頻度

を高めた。 

・ 環境に配慮するため染液の量が最小限となるよう

に予備実験で調整し，使用後の染液は新聞紙に吸

水させてから可燃ごみで処分した． 

図１ 藍染めの活動の様子 

(a) 輪ゴムやビー玉を用いた手拭いの加工, (b) 染

色，(c) 空気への曝露，(d) 手拭いの鑑賞 

(3) 藍染めのメカニズム

実験後，藍染めにおける染色の仕組みについて解説

を行った．染色液に浸した手拭いが空気酸化によって

黄色（ロイコインジゴ）から青色（インジゴ）に変化

する様子を構造式とともに解説した．授業実践では，

イラストを用いた解説を行った． 

図２ 模擬授業で使用したワークシート 

図３ 授業実践で使用したワークシート 

(a) (b)

(c) (d)
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2．授業の効果の分析方法 

両授業でワークシートに設けた自由記述の感想欄

を株式会社ユーザーローカルが Web 上で公開してい

る AI テキストマイニングを用いて分析した

（ https://textmining.userlocal.jp/ ）． 
また，模擬授業では，ワークシートの感想欄とは別

にGoogle Formsによる授業評価を依頼した．各項目は

以下の通りである．なお，自由記述の項目については

テキストマイニングをしようして分析した。 
① 観察・実験方法の理解について下記の中から選択

1つしてください．（5段階評価） 
② 学習内容の理解について下記の中から 1 つ選択

してください．（5段階評価） 
③ 総合評価について下記の中から 1 つ選択してく

ださい．（5段階評価） 
④ 本日の授業で教員になったときに役に立つと思

ったことを記述してください．（自由記述） 
⑤ 本日の授業でもっと学ぶべきと感じたことを記

述してください．（自由記述） 

Ⅲ．分析の結果 

模擬授業で得られた結果を以下に示す．どの班も藍

染めの空気酸化による色の変化を観察することがで

きていた． 
ワークシートの回収については大学 1 回生 15 名に

お願いした．回収率は 53%（8 枚）で自由記述に記載

があったワークシートの回収率は 27%（4 枚）であっ

た．回収率が低かったため，テキストマイニングによ

る分析は省略した．自由記述の内容には，3 名の記述

に空気酸化における色の変化とその仕組みに関する

言及が確認できた．また，2 名が藍染めの歴史に関す

る言及をしていた．以上の点から理科と歴史の教科横

断的な学習につながる可能性が示唆された．そのほか

にも，2名が藍染めを初めて行なったと記載しており，

初等教育だけではなく，高等教育でも需要のある教材

であることが考えられる． 
Google Formsによる授業評価は受講者全員に依頼し，

回収率は100%（33件）であった．①~③の項目の結果

と④，⑤に対してテキストマイニングを行った結果を

以下に示す． 
項目①~③ではどの項目においても 90%以上の受講

者から肯定的な評価（段階3~5）を得ることができた．

その一方で，項目①と③については少数ながら否定的

な評価も見られた．実験方法の理解に関する否定的な

評価については，実験中の細かな指示をワークシート

や投影しているスライドに書いていなかったことに

起因したものであると推測した．項目④では「印象深

い」，「残りやすい」，「興味深い」などの語が見られ，

受講者の興味・関心を十分に惹きつけることが可能な

教材であることが読み取れる。また、「横断」，「オリジ

ナリティ」という語も複数見られており，STEAM 教

育を基盤とした教科横断的な学習を実践できる教材

であることが読み取れた．項目⑤では「ロイコインジ

ゴ」，「化学式」，「共鳴」などの解説に対する語が確認

できた．これらの語が含まれていた全文を確認すると，

化学式を伴った解説が理解しにくいという文脈で使

われていた．また，「汚れる」，「飛び散る」，「こぼれる」

などの実験台や衣類，手の汚れを問題視する語が確認

できた．これらの意見から，化学変化を代表とする理

科的な学びについてわかりやすく解説することと実

験台などへの汚れを対策することなどの課題が確認

できた． 

図４ 授業評価の各項目における評価の分布（n=33） 

図５ 項目④におけるテキストマイニングの結果 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

③

②

①

5. とても理解（満足）できた 4. おおよそ理解（満足）できた

3. ある程度理解（満足）できた 2. あまり理解（満足）できなかった

1. 全く理解（満足）できなかった
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図６ 項目⑤におけるテキストマイニングの結果 

 
 模擬授業から得られた課題を解決するために，授業

実践では化学式を付した解説の代わりにイラストを

しようした。それに伴い，解説の理科的な学びを失わ

ないようにするために空気酸化による色の変化をし

っかり観察させ，色の変化の前後で何が起こったのか

を実験操作を振り返りながら考えさせられるように

意識した．この工夫により，染色液から引き上げるこ

とで，手拭いの周りの物質が水溶液から空気に変わっ

ていることに気づき，空気による影響の可能性を上げ

る児童が見られた．また，汚れ対策のために児童の手

の大きさに適したビニール手袋の購入やビニールと

新聞紙を重ねて実験台を保護することを取り入れた． 
 授業実践のワークシートの分析結果を以下に示す．

ワークシートの回収率は 100%で（13 枚）であった．

「藍染め」，「インジゴ」，「ジャパンブルー」など本授

業で扱った語が多く見られており，児童にとって印象

に残る体験であることが示唆された．また，「酸素」，

「空気」，「仕組み」など変色の過程に興味や驚きを示

す内容も見られた．その一方で，「空気に触れて変わっ

た」という旨の感想は見られたものの，いずれの感想

でも酸化や空気酸化という語は確認することができ

なかった．しかしながら，「空気に触れて色が変化する」

という現象に言及する記述は複数確認された． 
 

 
図７ 自由記述欄のテキストマイニングの結果 

 

Ⅳ．総合的考察 

 本研究の結果から，藍染めを用いた授業は児童の興

味・関心を高めることができる教材であることが示唆

された．特に自由記述において「印象深い」「興味深い」

といった語が確認されたことから，体験活動として学

習内容が記憶に残りやすい教材である可能性が示さ

れた．さらに，藍染めの歴史や地域文化への言及も見

られたことから，本教材は文化的・歴史的側面も扱う

ことができる教材である．加えて，手拭いを縛る位置

や方法によって模様をデザインする活動は，児童が自

ら表現を工夫する造形活動としての側面も有してい

る．これらのことから，本教材は理科的な学習内容の

みならず，藍染めの歴史や地域文化，造形表現を関連

づけた教科横断的な学習につながる可能性が示唆さ

れた． 
一方で，科学的な視点を踏まえた理解については課

題も見られた．本授業では，染色後に手拭いを染液か

ら取り出した際に生じる色の変化に着目させること

徹底して進行した．この観察を通して，児童が色の変

化の要因について考えることができるようにした。授

業実践における自由記述では，「空気」，「酸素」，「仕組

み」などの語が確認され，児童が染色後に色が変化す

る現象に対して興味や驚きを示している様子が見ら

れた．このことから，空気に触れることで色が変化す

るという現象への気付きは一定程度生じていたと考

えられる．しかしながら，「酸化」や「空気酸化」とい

った科学的な見方や考え方に関連する語は確認され

なかった．この結果から，本授業は現象への気付きを

促す点では一定の効果があるものの，その現象を科学

的な視点から理解する段階には十分に結びついてい

ない可能性が示唆された． 

 また，模擬授業では化学式を用いた説明に対して理

解が難しいという意見が見られたため，授業実践では

イラストを用いた説明へと変更した．その結果，児童

が空気による影響と仕組みに気付く様子が見られた

が，科学的な視点からの理解を示す記述は見られなか

った．このことから，イラストによる説明は現象理解

を促す上では有効な可能性がある一方で，科学的な視

点を踏まえた言語化を促すためには更なる指導の工

夫が必要であると考えられる．したがって，今後は観

察した現象を科学的な視点と結びつけるための振り

返り活動や発問の工夫について検討する必要がある． 
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Ⅴ.おわりに 

本研究では，藍染めを題材とした理科授業を実践し，

体験活動を通した学習の可能性について検討した．そ

の結果，児童は藍染めの体験を通して理科と生活や文

化との関連に関心を示す様子が見られた．一方で，藍

染めに関わる酸化などの科学的な視点を踏まえた理

解については十分に理解されているとは言えない面

も見られた．また，本授業は限られた授業時間の中で

の実践であり，児童の理解の変容を十分に検証するま

でには至っていない．特に，藍染めの仕組みに関わる

科学的な過程では観察活動や説明の工夫を取り入れ

ながら，より丁寧に扱う必要があると考えられる．今

後は，藍染めの化学的過程に焦点を当てた授業構成を

検討するとともに，体験活動を通して科学的理解を深

める理科授業の在り方についてさらに検討していき

たい。また，藍染めは地域文化や造形表現とも関わる

題材であることから，他教科との関連を図った学習へ

の展開についても検討する必要がある． 
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